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イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事は、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

泰澄大師ゆかりの山
〜 越知山　修行道を歩く 〜
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そ
の
水
仙
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
刈
り
に
行
く

た
く
さ
ん
の
水
仙
を
取
っ
て
く
る

そ
の
水
仙
を
洗
う　
お
じ
い
ち
ゃ
ん

水
仙
の
長
さ
を
そ
ろ
え
る　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん

そ
れ
を
た
ば
に
す
る　
お
父
さ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん

水
仙
祭
り
の
時
に
水
仙
を
運
ぶ　
お
兄
ち
ゃ
ん

祭
り
の
店
番
を
す
る　
私
と
お
母
さ
ん

店
番
を
し
て
い
る
時
み
ん
な
に
声
を
か
け
る　
妹

水
仙
は
と
て
も
い
い
に
お
い
だ

水
仙
は
み
ん
な
の
も
と
に
届
く
だ
ろ
う

届
い
た
水
仙
は
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の
に
な
る

だ
ろ
う

そ
し
て
み
ん
な
の
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う

私
に
と
っ
て
水
仙
は

私
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て

私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

水
仙
の
一
つ
一
つ
が
一
番
の
思
い
出
で
あ
り

一
番
の
た
か
ら
も
の
だ

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

木　
本　
貫　
太

朝
日
中
学
校	

二
年	

坂　
下　
美　
和

佳
作宮

崎
中
学
校	

二
年	

鈴　
木　
花　
梨

朝
日
中
学
校	

二
年	

武　
内　
心　
音

朝
日
中
学
校	

二
年	

笠　
嶋　
京　
介

朝
日
中
学
校	

二
年	

千　
秋　
　
　
心

奨
励
賞

四
ヶ
浦
小
学
校	

四
年	

荒　
本　
ひ
な
た

朝
日
小
学
校	

四
年	

高　
野　
真
菜
美

佳
作大

垣
東
小
学
校	

四
年	

齋　
藤　
史　
明

織
田
小
学
校	

三
年	

佐
々
木　
茉
莉
江

宮
崎
小
学
校	

五
年	

山　
内　
勘
太
郎

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞越

前
中
学
校	

三
年	

森　
下　
和　
大

「
水
仙
は
俺
の
彼
女
だ
ゆ
ず
ら
ね
え
」

奨
励
賞

織
田
中
学
校	
二
年		

水　
島　
弘　
貴

美
山
中
学
校	

二
年	
山　
下　
蓮　
斗

佳
作織

田
中
学
校	

一
年	

伊　
部　
泰　
雅

宮
崎
中
学
校	

一
年	

小　
橋　
　
　
仁

越
前
中
学
校	

二
年	

山　
本　
　
　
一

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

三
年	

重　
山　
大　
雅

「
ト
ロ
箱
に
蟹
の
そ
ば
か
す
映
え
る
朝
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

谷　
﨑　
裕　
太

　
令
和
４
年
度	
越
前	

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、詩
部
門
に
４
３
６
編
、俳
句

部
門
に
３
５
９
２
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
両

部
門
の
55
人
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

3
月
4
日
に
は
、
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
賞
表
彰
の
後
に

は
、
両
部
門
小
学
生
の
部
大
賞
作
品
の
朗
読
が

あ
り
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞織

田
小
学
校	

三
年	

大　
川　
紗
緒
里

「
水
せ
ん
の
白
い
か
が
や
き
花
た
ば
に
」

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

林　
　
　

美　

香

　佳
作丹

生
高
等
学
校	

二
年	

田　
中　
暁　
也

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

川　
口　
一　
希

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

青　
山　
美　
咲

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞東

京
都
練
馬
区	

	

小　
林　
和　
子

「
聖
書
か
ら
水
仙
の
香
の
栞
か
な
」

奨
励
賞

栃
木
県
宇
都
宮
市	

	

亀　
田　
勝　
則

福
井
県
越
前
市	

	

山　
口　
美
智
子

佳
作東

京
都
狛
江
市	

	

阿　
部　
麻　
衣

福
井
県
坂
井
市	

	

津　
田　
道　
代

福
井
県
越
前
町	

	

荒　
井　
ゆ
き
ゑ

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞四

ヶ
浦
小
学
校	

三
年	

島　
田　
晴　
翔

「
か
に
と
お
父
さ
ん
」

カ
ニ
り
ょ
う
に
な
る
と

ぼ
く
が
ね
て
い
る
う
ち
に

お
父
さ
ん
は
り
ょ
う
に
出
か
け
る

次
の
日
の
夜
は

お
き
て
い
る
と
き
に
帰
っ
て
く
る

ぼ
く
は
カ
ニ
り
ょ
う
に
つ
い
て
知
ら
な
い

お
父
さ
ん
は
話
も
し
な
い
し

ぼ
く
も
聞
か
な
い

お
父
さ
ん
は
カ
ニ
も
っ
て
帰
っ
て
く
る
け
ど

ぼ
く
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い

い
の
ち
が
け
で
と
っ
て
き
た
の
は

分
か
っ
て
い
る

何
か
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
も

わ
か
っ
て
い
る

こ
の
気
持
ち
が

ぼ
く
の
た
か
ら
も
の

奨
励
賞

織
田
小
学
校	

六
年	

駒　
野　
以　
蕗

朝
日
小
学
校	

五
年	

木　
下　
真　
昼

佳
作清

水
北
小
学
校	

一
年	

橋　
本　
直　
樹

朝
日
小
学
校	

五
年	

森　
下　
由　
理

朝
日
小
学
校	

五
年	

原　
　
　
美　
乃

城
崎
小
学
校	

三
年	

淡　
海　
遥　
香

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞越

前
中
学
校	

三
年	

田　
中　
莉　
穂

「
家
族
の
大
切
な
水
仙
」

私
の
家
は
水
仙
農
家

水
仙
は
急
斜
面
に
咲
く

水
仙
は
潮
風
に
打
た
れ
て
咲
く

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

奨
励
賞

星
槎
国
際
高
等
学
校
富
山
学
習
セ
ン
タ
ー

	

一
年	

吉　
田　
茉　
央

若
狭
高
等
学
校	

一
年	

山　
﨑　
一　
帆

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
坂
井
市	

	

林　
　
　
　
　
恵

「
ち
ょ
ん
ぽ
の
子
」

か
わ
い
い　
か
わ
い
い　
ち
ょ
ん
ぽ
の
子

泣
い
て
る
私
を
お
ん
ぶ
し
て　

歌
う
よ
う
に
祖

母
が
言
う

ね
ん
ね
こ
に
包
ま
れ
ユ
ラ
ユ
ラ
と
祖
母
と
私
の

散
歩
道

「
ほ
ぉ
ら
、水
仙
き
れ
い
や
ろ
ぉ
」

一
面
に
咲
く
水
仙
は
、夕
月
色
に
透
き
通
り

岬
の
風
に
揺
ら
い
で
た

か
わ
い
い　
か
わ
い
い　
ち
ょ
ん
ぽ
の
子

私
の
背
中
で
泣
く
息
子

黄た
そ

昏が
れ

泣
き
と
言
う
ら
し
い

私
と
祖
母
の
散
歩
道　

息
子
を
お
ぶ
っ
て
歩
い

て
く

「
ほ
ぉ
ら
、水
仙
き
れ
い
や
ろ
ぉ
」

背
中
の
寝
息
を
聞
き
な
が
ら
、凛
と
輝
く
香
り
を

吸
う

か
わ
い
か
っ
た　
ち
ょ
ん
ぽ
の
子

私
と
つ
な
い
で
い
た
手
を
離
し　

代
わ
り
に
ス

マ
ホ
を
握
り
し
め
る

雲
に
は
い
ろ
ん
な
名
前
が
あ
る
の
に

彼
は
気
付
か
ず
過
ご
し
て
る

今
日
は
彼
を
連
れ
出
し
て
、黄
昏
泣
き
の
散
歩
道

私
の
前
を
行
く
彼
は
、ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
歩
い

て
る

風
が
サ
ァ
ー
ッ
と
吹
き
抜
け
て
、振
り
返
っ
た
彼

が
言
う

「
今
の
風
、水
仙
の
匂
い
や
っ
た
」

水は

仙な

の
前
に
し
ゃ
が
み
込
み
、撮
っ
た
写
真
を
私

に
見
せ
る

「
キ
レ
イ
に
撮
れ
た
。す
ご
い
や
ろ
」

少
し
上
向
き
に
言
う
顔
は

あ
の
日
と
同
じ　
ち
ょ
ん
ぽ
の
子

水
仙
を
撮
る　
そ
の
横
顔
を

私
は　
こ
っ
そ
り
撮
っ
て
お
く

奨
励
賞

東
京
都
八
王
子
市	

	

口　
野　
　
　
萌

福
井
県
福
井
市	

	

中　
川　
嵩　
登

佳
作沖

縄
県
那
覇
市	

	

上　
野　
え　
み

山
口
県
光
市	

	

瀬
戸
内　
　
　
光

福
井
県
越
前
町	

	

山　
口　
明　
彦

越
前
町
商
工
会
長
賞

俳
句
部
門

朝
日
小
学
校	

四
年	

坂　
本　
龍　
冴

宮
崎
中
学
校	

三
年	

木　
原　
瑠　
奈

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

福　
士　
真　
菜

福
井
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

詩
部
門

四
ヶ
浦
小
学
校	

二
年	

林　
　
　
賢
太
郎

朝
日
中
学
校	

二
年	

水　
頭　
菜　
乃

　

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

長
野
県
軽
井
沢
町	

	

牛　
島　
忠　
弘

詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
福
井
市	

	

川　
口　
尚　
美

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

愛
媛
県
新
居
浜
市	

	

菅　
　
　
宏　
史

詩
部
門（
一
般
の
部
）

福
井
県
勝
山
市	

	

三
津
谷　
和　
子

（
学
校
名
・
学
年
は
表
彰
式
当
時
の
も
の
で
す
）

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ

たからもの

「
越
前

」

令和 ５ 年 5 月号広報 えちぜん3 令和 ５ 年 5 月号広報 えちぜん 2

▲詩部門小学生の部大賞の作品朗読

広報 えちぜん 2広報 えちぜん3 令和 ５ 年 5 月号令和 ５ 年 5 月号

Special
feature

特  集



　
3
月
24
日
か
ら
26
日
、鶴
見
緑
地
球
技
場（
大

阪
府
）
で
第
57
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
が
開
か
れ
、
福
井
県
か
ら
は
小
学
生

の
部
に
男
子
3
チ
ー
ム
・
女
子
3
チ
ー
ム
、
中

学
生
の
部
に
男
子
3
チ
ー
ム
・
女
子
2
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
小
学
女
子
1
部
で
は
、
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
決
勝
に
進
出
し
、
名
務
原

ホ
ッ
ケ
ー
オ
レ
ン
ジ
（
岐
阜
県
）
を
相
手
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
見
事
、
2
対
1
で
勝
利
し
、

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
学
男
子
1
部
で
は
、
朝
日
が
準
決
勝
へ
進

出
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
3
位
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
女
子
1
部
で
は
、
朝
日
が
3
位
、
織
田・

朝
日
合
同
チ
ー
ム
が
決
勝
へ
進
み
、
Ａ
Ｒ
Ｑ
Ｓ

（
岐
阜
県
）
を
相
手
に
接
戦
を
繰
り
広
げ
、
Ｓ

Ｏ
戦
の
末
、
見
事
、
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

大
会
結
果

小
学
女
子
1
部

　
優　
勝　
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
少
年
団

中
学
男
子
1
部

　
3　
位　
朝
日
中
学
校

中
学
女
子
1
部

　
優　
勝　
織
田
・
朝
日
中
学
校
合
同
チ
ー
ム

　
3　
位　
朝
日
中
学
校

第
57
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲えちぜんホッケースポーツ少年団（女子）のみなさん▲織田・朝日中学校合同チームのみなさん

▲準優勝　宮崎スポーツ少年団少女バレーボール
　クラブのみなさん

▲3位　宮崎男子バレーボールスポーツ少年団のみなさん

　

3
月
11
日
、
12
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
、

オ
ザ
キ
杯
第
40
回
福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
新
人
戦
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

か
ら
は
男
子
3
チ
ー
ム
、
女
子
2
チ
ー
ム
が
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
を
通
過
し
出
場
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
決
勝
戦
へ
進
出
し
、
選
手
た
ち
は

力
強
い
サ
ー
ブ
で
相
手
の
守
備
を
乱
し
た
り
、

ボ
ー
ル
を
繋
い
で
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を
放
つ
な

ど
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗

れ
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
、
宮
崎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
決
勝
へ
と
勝
ち
進
み
、

見
事
、
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
結
果

女
子
の
部

　
準
優
勝　
宮
崎
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

男
子
の
部
　

　
第
3
位　
宮
崎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

オ
ザ
キ
杯

第
40
回
福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人
戦
大
会

　
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初
め
て
の
県
大
会

で
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
皆
で
声
を
出
し

協
力
し
て
頑
張
れ
ま
し
た
。
嬉
し
い
反
面

悔
し
い
思
い
が
あ
る
の
で
次
の
大
会
で
は

チ
ー
ム
一
丸【
必
笑
】で
勝
ち
た
い
で
す
。

坂
本　
歩
優
主
将
の
コ
メ
ン
ト

（
宮
崎
少
女
バ
レ
ー
）

　
全
員
の
力
で
勝
ち
取
っ
た
県
3
位
！！

　
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
で
も
、
ま
だ
ま

だ
強
い
チ
ー
ム
が
僕
た
ち
の
前
に
い
ま

す
。
次
こ
そ
優
勝
目
指
し
て
心
を
ひ
と
つ

に
頑
張
り
ま
す
。

高
原　
璃
績
主
将
の
コ
メ
ン
ト

（
宮
崎
男
子
バ
レ
ー
）

　
こ
の
た
び
、
越
前
町
教
育
委
員
会
は
「
木
造

　
弘
法
大
師
坐
像
」
を
越
前
町
有
形
指
定
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
「
木
造　

弘
法
大
師
坐
像
」
は
福
通
寺
（
越

前
町
朝
日
）
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
文
明
三

年（
一
四
七
一
）院
増
と
ふ
た
り
の
息
子
に
よ
っ

て
造
立
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
像
内
の
墨
書
に
示

さ
れ
、
数
少
な
い
院
派
に
よ
る
弘
法
大
師
像
の

作
例
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
当
町
に
は
神
仏
習
合
に
関
わ
る
彫
像

が
多
く
、
本
像
は
真
言
密
教
の
祖
師
像
と
し
て

希
有
な
も
の
で
、
当
町
の
み
な
ら
ず
福
井
県
内

に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

指
定
年
月
日　
令
和
５
年
３
月
２
日

名
称
員
数　
木
造　
弘
法
大
師
坐
像　
１
軀

種　
　
別　
彫
刻

所
有
者　
宗
教
法
人　
福
通
寺

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６-

２
２
８
８

越
前
町
有
形
指
定
文
化
財
の
新
指
定
に
つ
い
て

▲木造　弘法大師坐像

　
4
月
2
日
、
町
営
球
技
場
野
球
場
で
、
第
17

回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

朝
日
野
球
ス
ポ
少
が
初
回
に
4
点
を
先
制

し
、
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
が
巻
き
返
し
を

狙
い
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
日
野
球
ス
ポ

少
が
リ
ー
ド
を
守
り
切
り
、
見
事
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

第
17
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会

▲優勝した朝日野球スポーツ少年団のみなさん

▲世界大会日本代表選考会に出場されたみなさん

　

3
月
31
日
、（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
が
、

観
光
庁
が
定
め
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）」の
候
補
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、「D

estination	M
anagem

ent	
/	M

arketing	O
rganization

」の
略
で
、
地
域

の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
し
、
地
域
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
醸
成
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
と
な
る
法
人
で
す
。

　
県
内
で
は
６
団
体
目
、
丹
南
地
域
で
は
初
の

登
録
で
、
登
録
さ
れ
る
と
観
光
庁
や
県
な
ど
の

関
係
部
署
か
ら
の
情
報
提
供
や
体
制
強
化
、
事

業
推
進
な
ど
の
支
援
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
つ

つ
、観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、

持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

登
録
名

　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟

　
通
称
：
Ｄ
Ｍ
Ｏ	

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

構
成
会
員

　
旅
館
・
民
宿
、
飲
食
店
、
窯
元
、
観
光
施
設
、

小
売
店
、
交
通
事
業
者
、
農
林
水
産
業　
な
ど

主
な
役
割

　

観
光
情
報
の
発
信
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー

タ
の
収
集
分
析
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、
教

育
旅
行
の
誘
致
、
地
域
の
観
光
を
担
う
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
育
成
、
受
け
入
れ
環
境
の
改
善　
な
ど

越
前
町
観
光
連
盟
が
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の

候
補
法
人
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

　

3
月
24
日
、
静
岡
県
浜
松
ア
リ
ー
ナ
で

２
０
２
３
年
Ｉ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
考
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
福
工
大
福
井
中
・
高
等
学
校
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
に
所
属
す
る
仙
石
都
羽
選

手
、
仙
石
来
羽
選
手
、
松
村
麻
稟
選
手
の
3
人

が
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
バ
ト
ン
の

技
術
力
と
表
現
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
結
果
、仙
石
都
羽
選
手
が
ソ
ロ
男
子
シ
ニ
ア
、

仙
石
来
羽
選
手
が
ソ
ロ
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
で
、
今

年
８
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
リ
バ

プ
ー
ル
で
開
か
れ
る
世
界
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
Ｉ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
世
界
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
考
会
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3
月
20
日
、
福
井
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

か
ら
１
５
０
個
の
キ
ッ
ズ
用
防
犯
ブ
ザ
ー
が

寄
贈
さ
れ
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
啓
発
運
動
「
音
で
守
ろ
う
、
小
さ
な
命

キ
ッ
ズ
用
防
犯
ブ
ザ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
20
年

間
に
わ
た
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
防
犯
ブ
ザ
ー
は
危
険
を
誰
か
に
知
ら
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
卑
劣
な
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
大

人
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
用
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲青柳町長と福井エフエム放送㈱堀社長（写真右）

▲石板アートに挑戦！▲当日は、町内外問わず多くの人が訪れました

▲福井放送株式会社（池内昭彦代表取締役）との災害協定締結式

▲代表の西野さん（中央左）と事務局の北野さん（中央右）▲表敬訪問の様子

　

米
や
野
菜
な
ど
の
生
産
の
場
だ
け
で
な
く
、

雨
水
の
一
時
貯
留
や
多
様
な
生
物
の
保
全
な
ど
、

農
業
・
農
村
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
適
切
に
維

持
・
発
揮
す
る
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
熊

谷
美
土
里
保
全
会
が
優
良
事
例
表
彰
で
北
陸
農

政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
熊
谷
川
を
水
源
と
し

営
農
が
行
わ
れ
る
熊
谷
地
区
は
、
越
前
焼
の
窯
跡

群
が
残
る
自
然
と
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
、
学
生
と
地
域
住
民
が

協
働
で
米
づ
く
り
や
炭
焼
き
体
験
な
ど
と
い
っ
た

多
様
な
世
代
間
交
流
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を

図
ら
れ
た
こ
と
が
受
賞
の
理
由
と
な
り
ま
し
た
。

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
優
良
事
例
表
彰

熊
谷
美
土
里
保
全
会

　
大
日
本
農
会
の
農
事
功
績
者
表
彰
で
山
嵜
繁

信
さ
ん
・
美
枝
子
さ
ん
夫
婦
が
緑
白
綬
有
功
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
山
嵜
さ
ん
夫
婦
は
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る

こ
と
が
困
難
な
中
山
間
地
の
条
件
不
利
地
に
お

い
て
、
野
菜
・
花
苗
と
し
め
縄
の
生
産
を
取
り

入
れ
た
複
合
経
営
を
実
践
し
、
地
域
の
雇
用
創

出
や
青
刈
り
稲
の
生
産
に
よ
り
耕
作
放
棄
の
抑

制
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
今
回
受
章
の
理

由
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
章
の
喜
び
を
町
長
に
報
告
し
た
際
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
り
、「
受
章
は
身
に

余
る
光
栄
な
こ
と
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
」
と
周
囲
へ
の
感
謝
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

大
日
本
農
会
農
事
功
績
者
表
彰　
山
嵜
さ
ん
夫
婦

　
近
年
、
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
災
害
に
対
応

す
る
た
め
、
町
で
は
各
分
野
の
民
間
企
業
な
ど

と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
30
日
、
町
と
福
井
放
送
株
式
会
社
（
Ｆ

Ｂ
Ｃ
）
は
災
害
発
生
時
の
情
報
共
有
や
、
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
災
害
報
道
、
平

時
に
お
け
る
住
民
の
防
災
減
災
意
識
向
上
を
目

的
と
し
た
「
防
災
減
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
は
速
や
か
な
情
報
発
信
を

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
Ｆ
Ｂ
Ｃ
は
町
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
を

介
し
た
大
規
模
な
活
動
の
展
開
が
期
待
で
き
ま

す
。 防

災
減
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　3月5日（日）に認知症の人への対応方法を学ぶ講座を宿区で開
催しました。
　認知症は誰でもがなる可能性のある『脳の病気』であり、高齢
化が進んだ現代ではとても身近な病気となっています。
　講座では、認知症キャラバン・メイトの協力を得ながら認知症の
症状や対応のポイントなどを説明し、参加者からは「地域で包括
的に取り組む重要性が分かり大変良かった」など意見が聞かれま
した。
今回の講座を今後、地域の認知症の人の見守り・声掛けに活かして
いただけたらと思います。

　今後も各地区で開催していきますので、希望される場合は、
地域包括支援センターまでお申込みください。

問合せ・申込先
地域包括支援センター　☎34–8729

『認知症SOSやさしい声かけ模擬訓練』を開催しました

11 22 33
驚かせない 急がせない 自尊心を傷つけない

認知症の人への対応の心得
“3つの「ない」”が大切

ひとり歩きで
困っている人の
声かけのポイント

　
3
月
12
日
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
・

織
田
の
今
後
を
考
え
る
会
が
3
年
ぶ
り
に
も
の

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ		

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
（
む
す
び
ら
ぼ
）」
を
開
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
若
手
職
人
や
作
家
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
石
板
ア
ー
ト
や
そ
ば
打
ち
、
越
前
焼

の
絵
付
け
な
ど
6
つ
の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
地
元
の
工
芸
な
ど
を
身
近
に
体

験
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
と
織

田
の
今
後
を
考
え
る
会
は
、
今
後
も
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
開
催
し
ま
し
た

　

3
月
25
日
、
道
の
駅
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘

で
、「
コ
コ
ク
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
主
に
町
内
で
活
躍
す
る
出

店
者
が
集
う
も
の
で
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
町
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
町
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
コ
ク
ル
ー
は
今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

限
ら
ず
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。
秋
に
は
、
よ
り
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

※
コ
コ
ク
ル
ー
と
は
、
主
に
町
内
の
有
志
が
集

ま
る
若
者
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
す
。

コ
コ
ク
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
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DX推進室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・嵯峨通予☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課付課長
岡田正一

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
冨田洋輔・西森千尋

課長補佐(秘書)
笠川晃央
課付課長補佐
小河宗基

課員(兼)
嵯峨通予
運転手
松村　修

☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・清水拓郎
山口祐子・林　彰紀・奥山友梨香
山下祥兵☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
伊部由三

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
中倉京子・山本周二良・加藤条太郎
中島悠太・角谷　心・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・大鎌延浩定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
高原健二・古﨑竜司・小辻和正
山田朋美・増田佑馬・吉田昌史
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・齋藤　尭・小林美夕紀

障がい生活課
☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
清水英一
課長補佐(農林水産)
藤田智広
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
森下亜希子・阪下倫夫・竹内美幸
小林宏光・吉田卓矢・上坂健太郎
小刀称優光・森口彰仁農林水産課

☎34‒8704

産業理事
原　雅哉

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

(一社)越前町観光連盟
三七広樹

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

南越前町
牧野正克

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館
館長補佐
佐々木浩子
主任学芸員
小辻陽子

館長(兼)
山口和美

学芸員
村上雅紀・菱田百花

☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
牛若千鶴

課員（兼）
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
牛若千鶴

課員
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
牛若千鶴

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
安井明希子☎34‒8713

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐(学校教育)
杉森　匡

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
村上涼花・八木亮磨
指導主事
伊藤章敬

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
上坂佳一・佐々木岳大・黒﨑一哉
下仲順子・松田貴之・上平圭太
村上広樹・竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
上山和美・上野孝則・髙松千鶴
森下智晴・西　益男・黒田麻里
川端雅旭・宮﨑みか・伊部祐貴
宮﨑りの

税務課
☎34‒8709

建設理事
水島博之

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・牧田千佳・左近知也
久保伶奈・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・上野一誠・井上真穂
古川綺乃

課長補佐(健康増進)
山内了輔

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
山越加奈子
栄養士
出倉愛実

課長補佐(病院事業)
北野宗昭

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・中山貴世・堀　京子・三村彰信
与坂悠子・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
武田喜之・髙木浩輔・青木佳奈
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
畑　優器

課員
中村英哲・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
森﨑千春

課員
下仲　翔・西端沙紀☎36‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐
北島崇行

課員
小西智弘・鷲田久憲・駒野裕子
水嶋康志郎☎34‒8719

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐（政策・振興）
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課員
青山晴彦・畑　千尋
課員（兼）
水野義之☎34‒8702

財政課 課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
大橋伸也・谷口悦子・堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
中村弘和

課員
正木俊行・橘　研吾・加藤愛佳☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人

DX推進室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・嵯峨通予☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課付課長
岡田正一

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
冨田洋輔・西森千尋

課長補佐(秘書)
笠川晃央
課付課長補佐
小河宗基

課員(兼)
嵯峨通予
運転手
松村　修

☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・清水拓郎
山口祐子・林　彰紀・奥山友梨香
山下祥兵☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
伊部由三

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
中倉京子・山本周二良・加藤条太郎
中島悠太・角谷　心・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・大鎌延浩定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
高原健二・古﨑竜司・小辻和正
山田朋美・増田佑馬・吉田昌史
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・齋藤　尭・小林美夕紀

障がい生活課
☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
清水英一
課長補佐(農林水産)
藤田智広
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
森下亜希子・阪下倫夫・竹内美幸
小林宏光・吉田卓矢・上坂健太郎
小刀称優光・森口彰仁農林水産課

☎34‒8704

産業理事
原　雅哉

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

(一社)越前町観光連盟
三七広樹

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

南越前町
牧野正克

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館
館長補佐
佐々木浩子
主任学芸員
小辻陽子

館長(兼)
山口和美

学芸員
村上雅紀・菱田百花

☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
牛若千鶴

課員（兼）
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
牛若千鶴

課員
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
牛若千鶴

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
安井明希子☎34‒8713

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐(学校教育)
杉森　匡

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
村上涼花・八木亮磨
指導主事
伊藤章敬

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
上坂佳一・佐々木岳大・黒﨑一哉
下仲順子・松田貴之・上平圭太
村上広樹・竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
上山和美・上野孝則・髙松千鶴
森下智晴・西　益男・黒田麻里
川端雅旭・宮﨑みか・伊部祐貴
宮﨑りの

税務課
☎34‒8709

建設理事
水島博之

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・牧田千佳・左近知也
久保伶奈・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・上野一誠・井上真穂
古川綺乃

課長補佐(健康増進)
山内了輔

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
山越加奈子
栄養士
出倉愛実

課長補佐(病院事業)
北野宗昭

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・中山貴世・堀　京子・三村彰信
与坂悠子・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
武田喜之・髙木浩輔・青木佳奈
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
畑　優器

課員
中村英哲・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
森﨑千春

課員
下仲　翔・西端沙紀☎36‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐
北島崇行

課員
小西智弘・鷲田久憲・駒野裕子
水嶋康志郎☎34‒8719

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐（政策・振興）
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課員
青山晴彦・畑　千尋
課員（兼）
水野義之☎34‒8702

財政課 課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
大橋伸也・谷口悦子・堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
中村弘和

課員
正木俊行・橘　研吾・加藤愛佳☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人
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3
月
17
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長　
出
口　
俊
一
（
栃
川
）	【
再
任
】

教
育
委
員　
藤
澤　
春
和
（
天
宝
）	【
新
任
】

　
4
月
か
ら
新
た
に
14
人
の
先
生
方
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教

諭

伊　

藤　

正　

裕

鯖
江
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

〃

二
之
宮　

理　

沙

新
採
用

宮
崎
小
学
校

教

諭

漆　

﨑　

瑞　

季

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

教

諭

榎　

波　

亮　

介

新
採
用

城
崎
小
学
校

校

長

駒　

野　

俊　

美

丹
生
高
等
学
校

萩
野
小
学
校

教

頭

吉　

田　

知　

也

森
田
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

養
護
教
諭

宮　

腰　

美　

来

新
採
用

朝
日
中
学
校

教

頭

林　
　
　

淳　

子

福
井
県
教
育
総
合
研
究
所

〃

教

諭

小　

林　

仁　

美

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教

諭

杉　

本　

亘　

輝

新
採
用

越
前
中
学
校

教

諭

佐
々
木　

直　

広

中
央
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

事
務
職
員

岩　

田　

聖　

奈

白
山
小
学
校
（
越
前
市
）

織
田
中
学
校

教

頭

山　

本　

貞　

郎

殿
下
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

教

諭

久
保
田　

理　

人

新
採
用

DX推進室 室長（兼）
津田豊申

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・嵯峨通予☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課付課長
岡田正一

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
冨田洋輔・西森千尋

課長補佐(秘書)
笠川晃央
課付課長補佐
小河宗基

課員(兼)
嵯峨通予
運転手
松村　修

☎34‒8700

住民環境課
課長
林　和美

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・清水拓郎
山口祐子・林　彰紀・奥山友梨香
山下祥兵☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
伊部由三

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
大橋直人

課員
中倉京子・山本周二良・加藤条太郎
中島悠太・角谷　心・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
岡田明代・伊藤郁実
栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒1111

課長
宮川泰昌

課長補佐(住宅政策)
安井俊幸
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・牧田茂晴・大鎌延浩定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

石田和也

町　長
青柳良彦

副町長
細井秀之

民生理事
山口隆司

スポーツ振興課
課長(兼)
山口和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気・杉本夕葉

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
高原健二・古﨑竜司・小辻和正
山田朋美・増田佑馬・吉田昌史
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
黒田とみ子

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・齋藤　尭・小林美夕紀

障がい生活課
☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
清水英一
課長補佐(農林水産)
藤田智広
課長補佐(農業土木)
松山哲也

課員
森下亜希子・阪下倫夫・竹内美幸
小林宏光・吉田卓矢・上坂健太郎
小刀称優光・森口彰仁農林水産課

☎34‒8704

産業理事
原　雅哉

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

(一社)越前町観光連盟
三七広樹

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・神谷宗典

福井県丹南広域組合
坂下哲哉

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

南越前町
牧野正克

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館
館長補佐
佐々木浩子
主任学芸員
小辻陽子

館長(兼)
山口和美

学芸員
村上雅紀・菱田百花

☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
下仲　翔・西端沙紀

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
中村英哲・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
山口和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
山口和美

次長(兼)
牛若千鶴

課員（兼）
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

生涯学習課
課長
山口和美

課長補佐
牛若千鶴

課員
安井明希子・山口堅悟・山川恭佳
松田拓巳☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
山口和美

室長補佐（兼）
牛若千鶴

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
安井明希子☎34‒8713

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐(学校教育)
杉森　匡

課員
森﨑さゆり・野　哲治・水島美奈
村上涼花・八木亮磨
指導主事
伊藤章敬

課長補佐(教育環境)
水島伸也☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
上坂佳一・佐々木岳大・黒﨑一哉
下仲順子・松田貴之・上平圭太
村上広樹・竹島康平

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
上山和美・上野孝則・髙松千鶴
森下智晴・西　益男・黒田麻里
川端雅旭・宮﨑みか・伊部祐貴
宮﨑りの

税務課
☎34‒8709

建設理事
水島博之

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長
吉田直子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵
介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
松島顕子

課員
柴矢昌美・牧田千佳・左近知也
久保伶奈・山内美咲
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
森下千尋・上野一誠・井上真穂
古川綺乃

課長補佐(健康増進)
山内了輔

保健師
木下里美・青木七恵・増田潤一郎
山越加奈子
栄養士
出倉愛実

課長補佐(病院事業)
北野宗昭

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・中山貴世・堀　京子・三村彰信
与坂悠子・永谷沙織・酒井基圭・山本咲希☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
福岡沙織・青山裕美・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
谷口育代・月田有香・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
武田喜之・髙木浩輔・青木佳奈
佐野七海
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
林　和美

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
畑　優器

課員
中村英哲・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
林　和美

室長補佐
森﨑千春

課員
下仲　翔・西端沙紀☎36‒7711

監理課
課長
新谷　満

課長補佐
北島崇行

課員
小西智弘・鷲田久憲・駒野裕子
水嶋康志郎☎34‒8719

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐（政策・振興）
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課員
青山晴彦・畑　千尋
課員（兼）
水野義之☎34‒8702

財政課 課長
谷口浩之

課長補佐
水島友樹

課員
大橋伸也・谷口悦子・堀　隆弘☎34‒8711

防災安全課 課長
荒井基志

課長補佐
中村弘和

課員
正木俊行・橘　研吾・加藤愛佳☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人

　
本
年
度
の
教
育
相
談
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

所
長
・
教
育
相
談
員	

塚
本　
長
栄　
（
再
任
）

教
育
相
談
員	

藤
澤
し
の
ぶ　
（
再
任
）

	

上
田　
芳
江　
（
再
任
）

　
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
に
行
き

た
い
の
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た

め
に「
は
ば
た
き
教
室
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
会
話
や
遊
び
、
学
習
支
援
な

ど
の
活
動
を
と
お
し
、
子
ど
も
の
心
の
居
場
所

を
つ
く
り
、
集
団
活
動
へ
の
自
信
を
は
ぐ
く
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
に
「
教
育
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
状
況
の
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場　
　
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

時　
　
間　
午
前
9
時
～
午
後
2
時

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

対
象
者　
小
・
中
学
生
、
保
護
者

問
合
せ
先　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
は
ば
た
き
教
室
」

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
８

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
通
信
販
売
で
の「
定
期
購
入
」に
関
す
る
相
談
が

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
な
ど
で

よ
く
見
る
「
初
回
限
定
特
別
価
格
」
と
う
た
わ

れ
た
も
の
を
購
入
し
た
ら
実
は
定
期
購
入
で
、

解
約
す
る
に
も
高
額
な
手
数
料
を
請
求
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
特
定
商
取
引
法
で
は
、
販
売
業
者
は
取
引
で

の
基
本
的
な
事
項
を
最
終
確
認
画
面
な
ど
で
明

確
に
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
表
示
自
体
は
さ
れ
て
い
て
も
、
消
費
者
に
誤

解
を
与
え
る
よ
う
な
わ
か
り
に
く
い
表
示
の
場
合

が
あ
り
、
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が

な
く
、
返
品
の
可
否
や
条
件
に
つ
い
て
の
特
約
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
注
文
す
る
際
に
は

契
約
条
件
の
細
部
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※
契
約
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
画
面
は
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
条
件
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

□
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か

□
支
払
う
こ
と
に
な
る
総
額
は
い
く
ら
か

□
解
約
の
際
の
連
絡
手
段
は
ど
う
か

□
解
約
や
返
品
条
件
は
あ
る
か

□
お
届
け
予
定
日
や
利
用
規
約
を
確
認
し
た
か

問
合
せ
先　
消
費
生
活
相
談
窓
口（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
０

「
定
期
購
入
」
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
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町
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
と
家
庭
用
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
一
般

的
に
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ご
み
処
理
容
器
を
用
い
て
た
い
肥
化
す
る

と
可
燃
ご
み
の
約
２
８
．９
％
を
削
減
で
き
ま

す
。
身
の
周
り
か
ら
で
き
る
減
量
化
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
容
器

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
密
閉
バ
ケ
ツ
を
購
入
し

た
町
内
の
個
人
や
団
体
に
購
入
費
用
の
３
分

の
２
以
内
を
補
助
し
ま
す
。※
百
円
未
満
切
捨
、

上
限
有
り

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、通
帳
、購
入
を
証
す
る
書
類（
領
収
書
）

※
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助
金
は
、
商
品
を
購

入
し
た
後
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
町
内
の
店
舗
で
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
す
る
町
内
の
個
人
に
購
入
費
用
の
３
分
の

２
以
内
を
補
助
し
ま
す
。
※
千
円
未
満
切
捨
、

上
限
有
り

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
通
帳
、
購
入
す
る
処
理
機
の
見
積
書

※
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金
は
、
商

品
を
購
入
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
購
入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

生
ご
み
処
理
容
器
・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
補
助
し
ま
す

　
町
内
に
生
息
す
る
地
域
猫
の
過
剰
な
繁
殖
や

近
隣
住
民
へ
の
被
害
軽
減
の
た
め
に
、
地
域
猫

に
対
し
て
行
う
不
妊
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
手
術

　
町
内
に
生
息
す
る
地
域
猫
に
対
し
、
協
力
動

物
病
院
で
行
う
不
妊
手
術
（
去
勢
・
避
妊
）
と

手
術
済
み
で
あ
る
こ
と
を
識
別
す
る
た
め
、
片

耳
の
先
端
に
Ｖ
カ
ッ
ト
を
い
れ
る
手
術
。

助
成
額

　
オ
ス　
1
頭
あ
た
り
５
千
円

　
メ
ス　
1
頭
あ
た
り
７
千
円

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
本
人
確
認
書
類

※
手
術
実
施
前
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
に
は
、
区
長
ま
た
は
近
隣
住
民
の
同

意
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
地
域
猫
）の
不
妊
手
術
費
を

助
成
し
ま
す

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 119億9,800万円 22億1,040万3千円 142億840万3千円

特別会計 61億5,137万6千円 3億1,148万2千円 64億6,285万8千円

事業会計 7億2,167万9千円 1,240万円 7億3,407万9千円

合　　計 188億7,105万5千円 25億3,428万5千円 214億534万円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,776,120㎡
建 物 205,997㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,262千円

基
金

一 般 会 計 7,187,376千円
特 別 会 計 490,238千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 11,442,853千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,535,413千円
公共下水道事業 1,174,930千円
集 落 排 水 事 業 535,292千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,108,440千円
国民健康保険病院事業 484,718千円

合　　　　　計 16,281,646千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,450,250 2,256,267 92.1% 2,251,238 91.9%
介 護 保 険 事 業 2,456,916 2,120,279 86.3% 2,182,817 88.8%
後期高齢者医療事業 309,807 306,842 99.0% 274,573 88.6%
簡 易 水 道 事 業 404,619 237,191 58.6% 361,304 89.3%
公 共 下 水 道 事 業 509,735 247,493 48.6% 444,023 87.1%
集 落 排 水 事 業 266,788 131,260 49.2% 236,917 88.8%
温 泉 事 業 39,622 21,156 53.4% 19,718 49.8%
農林漁業体験実習館事業 25,084 10,323 41.2% 20,632 82.3%
土 地 区 画 整 理 事 業 37 0 0.0% 0 0.0%

合　　　　　計 6,462,858 5,330,811 82.5% 5,791,222 89.6%

■特別会計の収支の状況  （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 255,113 237,013 92.9% 255,113 239,160 93.7%
資本的収支 93,414 97,545 104.4% 151,858 151,431 99.7%
合　　　計 348,527 334,558 96.0% 406,971 390,591 96.0%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 206,930 204,101 98.6% 206,930 199,220 96.3%
資本的収支 36,924 35,824 97.0% 120,178 118,525 98.6%
合　　　計 243,854 239,925 98.4% 327,108 317,745 97.1%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
補てんしました。

■事業会計の収支の状況  （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,247,085 2,345,225 104.4%
地 方 譲 与 税 等 692,350 724,750 104.7%
地 方 交 付 税 5,536,773 5,590,842 101.0%
交通安全対策特別交付金 1,500 1,292 86.1%
分 担 金 及 び 負 担 金 131,381 122,261 93.1%
使 用 料 及 び 手 数 料 75,443 71,721 95.1%
国 庫 支 出 金 1,602,923 1,468,970 91.6%
県 支 出 金 1,072,823 590,981 55.1%
財 産 収 入 78,555 45,187 57.5%
寄 附 金 882,001 847,133 96.0%
繰 入 金 875,730 861,157 98.3%
繰 越 金 611,117 611,117 100.0%
諸 収 入 146,022 93,822 64.3%
町 債 254,700 0 0.0%

歳　入　合　計 14,208,403 13,374,458 94.1%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 100,452 99,190 98.7%
総 務 費 1,810,882 1,577,532 87.1%
民 生 費 3,761,261 3,136,708 83.4%
衛 生 費 1,243,895 970,616 78.0%
労 働 費 43,132 38,280 88.8%
農 林 水 産 業 費 802,293 523,799 65.3%
商 工 費 869,381 812,758 93.5%
土 木 費 1,119,509 546,438 48.8%
消 防 費 501,320 491,272 98.0%
教 育 費 1,316,609 1,188,865 90.3%
公 債 費 1,413,389 1,412,154 99.9%
諸 支 出 金 1,216,280 1,166,918 95.9%
予 備 費 10,000 0 0.0%

歳　出　合　計 14,208,403 11,964,530 84.2%

■歳入  （単位：千円） ■歳出  （単位：千円）

　令和4年度下半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と
「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間（4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、決
算状況とは異なります。

令和4年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　財政課　☎34‒8711

　町では、保護者のみなさんの経済的負担を軽減し子育てを支援するため、町内小中学校の児童生徒の学校給食
費の2・3学期分を無償化します。（1食あたり小学校263円、中学校305円）
　今後も引き続き安全・安心で栄養バランスの取れたおいしい学校給食作りと地場産物の積極的な活用および食育
の推進に取り組んでいきます。

期　間 　令和5年8月～令和6年3月　　　　　 対象者 　町内在住で町内小中学校に在籍する児童生徒

手続き 　申請は不要です。

補助金額	 越前町学校給食費の無償化期間内で町外小中学校などに在籍する児童生
徒の学校給食費相当額とし、越前町の1食当たりの学校給食費を上限と
します。
※ただし、国などからの学校給食費の全部または一部について給付など
を受けた場合は、当該給付額に相当する額を除いた額とします。

手続き 	 12月末日までに町から対象となる保護者の皆様へ申請用紙等を郵送しま
す。必要事項を記入の上、令和6年3月末日までに越前町学校給食セン
ターへ申請してください。

◀その他、詳しい要件や申請方法などは、
　QR コードから確認できます。

　町内在住で町外の小中学校などに在籍する児童生徒の保護者には、経済的負担を軽減し子育てを支援する
ため、学校給食費相当分の補助金を交付します。

令和5年度2・3学期の学校給食費を無償化します

問合せ先　越前町学校給食センター　☎32‒3301

広報 えちぜん13 令和 ５ 年 5 月号
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令和4年度  入札結果一覧  3月16日～3月31日
入札日 工事等名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

3月30日 令和４年度（繰）　谷出橋補修工事 江　波 5,850,900 坂下興業㈱ 都市整備課

3月30日 令和４年度（繰）　小根谷橋補修工事 下山中 2,329,800 ㈱中西組 都市整備課

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　		丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　		朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　		越前分遣所　☎37‒0119
　　　　		http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合 SNS

▲Facebook ▲ Instagram ▲ twitter

越前消防団
団員募集中

消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ)

は
、
発
展
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ

生
活
を
し
な
が
ら
、
共
に
働
き
、
国
づ
く
り
に

貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
5
月
19
日
㈮
～
7
月
3
日
㈪

説
明
会
①

　
日　
時　
5
月
27
日
㈯　
午
後
2
時
～
4
時

　
会　
場　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

説
明
会
②

　
日　
時　
6
月
11
日
㈰　
午
後
2
時
～
4
時

　
会　
場　
敦
賀
駅
交
流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク

※
説
明
会
①
②
と
も
、
予
約
不
要
で
参
加
費
は

無
料
で
す
。

問
合
せ
先

　
（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根

　
☎
０
２
６
５‒
９
８‒
０
１
０
９

　

boshu-kom
agane@

joca.or.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

　
今
年
度
か
ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に

投
函
さ
れ
る
使
用
水
量・料
金
の
お
知
ら
せ（
検

針
票
）
や
料
金
の
納
入
通
知
書（
は
が
き
）
な

ど
に
記
載
さ
れ
る
上
下
水
道
等
料
金
は
、
消
費

税
率
お
よ
び
税
額
が
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
番
号
も
記

載
さ
れ
ま
す
。
ご
使
用
の
施
設
ご
と
に
番
号
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
み

な
さ
ん
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
上
下
水
道
課　
☎
３
４‒

８
７
０
７

上
下
水
道
等
料
金
の
消
費
税
表
記
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高

齢
者
の
虐
待
な
ど
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。	

　
身
近
な
生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話
を
す

る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
可
）

日　
　
時　
６
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
　
所　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

越前消防団　辞令交付式
　4月3日、丹生分署で越前消防団の辞令交付式が行われました。
　越前消防団の団長に駒野孝一郎さん、副団長に中西一夫さんが任命されました。

　また、地域を守るため、12人の団員の人が入団され、越前消防団の新体制が
スタートしました。
　退任された関谷孝一前団長、26人の前団員の皆様、長きにわたり地域の安心
安全のためご尽力いただき、ありがとうございました。

駒野孝一郎  団長

越前消防団団長に就任しました。
越前町の安全・安心を守り、皆様に親しまれる消防団を目指し、
団員一丸となり、消防活動に取り組んで参ります。

地　区 分　団 氏　名

朝 日

第2分団 渡　辺　龍　生

第3分団
藤　井　裕　之
尾　川　智　久

第4分団
爲　國　孝　一
青　木　規　至

第5分団 和　田　則　弘

地　区 分　団 氏　名

織 田

第1分団 小　辻　孝　典

第3分団
中　西　邦　光
佐々木　龍　一

第4分団 宮　㟢　皓　平

宮 崎
第2分団 木　原　健　佑
第4分団 山　田　大　隆

越前消防団　新入団員紹介 （敬称略）

～ 消防吏員募集 ～

そこのあなた、現地説明会に参加してみませんか！！

問合せ先　鯖江・丹生消防組合　総務課　☎0778–54–9110（平日8：30～ 17：15）

・災害現場の最前線で活躍したい人	 ・パソコンが得意な人や事務系の業務が得意な人
・広報活動など、人に話すことが得意な人	 ・救急救命士の資格を持っている人
・女性には厳しい職場だと思っている人	 ・消防士への再就職を希望する人

鯖江・丹生消防組合
では特色ある人材を
募集しています

5月13日㈯　【前期：大学・短大卒程度】
8月 5 日㈯　【後期：高校卒業程度】 ▲詳細はこちらから

両日とも10時から
消防署にて開催します。

　
福
井
県
で
は
県
と
県
内
全
17
市
町
で
「
ふ
く

い
結
婚
応
援
協
議
会
」
を
組
織
し
、
結
婚
を
希

望
す
る
す
べ
て
の
人
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
1
月
か
ら
は
「
ふ
く
恋
ー
ふ
く
い

結
婚
応
援
ポ
ー
タ
ル
」
サ
イ
ト
が
公
開
さ
れ
、

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
お
相
手
探

し
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
婚
活
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

結
婚
に
ま
つ
わ
る
お
役
立
ち
情
報
が
多
数
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
恋
活
や
婚
活
に
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

“
ふ
く
恋
”
ふ
く
い
結
婚
応
援
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
5
類
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を

受
け
て
、
5
月
1
日
か
ら
若
竹
荘
の
宿
泊
お
よ

び
無
料
休
憩
所
の
通
常
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
花
み
ず
き
温
泉　
若
竹
荘

　
　
　
　
　
☎
３
２-

２
７
５
３

若
竹
荘
の
通
常
営
業
再
開
に
つ
い
て
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陶芸村だより 2023年

5月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

特別講師 多肉植物アドバイザー
 ＊Grow 伊豆蔵真由子氏
期　日 5月7日 ( 日 )
時　間 10:00～、14:00～
所要時間 2 時間
場　所 越前古窯博物館  天心堂

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

期　間 ５月１９日（金）～
 ７月１７日（月）

※日程・内容等が変更になる場合がありますので、詳しくは公式ホームページをご覧ください。

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

プラントピア イベント情報

　カラフルに彩られた木の実やドライフラワーなどの自然素材を、
杉板（13㎝）に可愛く飾り付けます。

日　時  5 月27日（土）〜 6 月12日（月） 　午前 9 時〜午後 3 時

場　所  植物館1階　休憩室

参加費  500円（別途入園料が必要です）

申込み  お電話にてお申し込みください。
  ※材料がなくなり次第終了となります。

親子で楽しむクラフト作り 「パステルレインボー」

event information

日　時  6 月 3 日（土）〜 4 日（日）　入園無料

内　容  ⃝花苗プレゼント（各日先着100人）

⃝野鳥観察会
日本野鳥の会福井県の人が初心者でもわかりやすく
指導します。（双眼鏡の貸し出しOK）
時　間　午前9時～11時　　　  定　員　各日30人
※荒天時は内容が変わる場合があります

⃝園内観察会
松本園長による園内観察会
時　間　午後1時30分～3時　　定　員　各日30人
※荒天時は内容が変わる場合があります

⃝多肉寄せ植え体験教室　※6月4日（日）のみ開催
講師に多肉Garden*Growの伊豆蔵氏をむかえ、
多肉植物の寄せ植えをします。
時　間　①午前10時30分～正午
　　　　②午後2時～3時30分
場　所　植物館1階　第1研修室
定　員　各回15人　　参加費　1,500円
申込み　お電話でお申し込みください。

⃝ボタニカルマルシェ
サボテンや多肉植物、雑貨などを販売します。
時　間　午前9時～午後4時30分
出店数　約10店舗
出店品目　塊根植物・アガベ・サボテン・多肉植物・雑貨類

福井総合植物園プラントピアは、平成6年6月1日に開園し、29周年を迎えました。これを記念し、6月
3日（土）・4日（日）は入園料が無料となります。当園で栽培した花苗のプレゼントや園内観察など家族で楽
しめるイベントとなっております。

館内をまわってスタンプを集めよ
う！スタンプを全部集めたらお菓子
のプレゼントがもらえます。

※なくなり次第終了と
　なります

館内スタンプラリー
童話シリーズ ラプンツェル

5 月27日（土）〜 7 月 7 日（金）

プラントピア開園記念日

料　金 3,000円
 （お抹茶、干菓子付き）
定　員 各回20人 事前予約優先
キャンセル料 3日前から100％
持ち物 ピンセット（あれば）

定　員　各回10組（1組3人まで）
 事前予約優先
キャンセル料 3日前から100％

期　日　5 月21日（日）
時　間　10：00～、14：00～
所要時間　1 時間 30 分
場　所　福井県陶芸館
 陶芸教室
料　金　1,800円

母の日のプレゼントに自分
で寄せ植えをした多肉植物
を贈りませんか？講師にアド
バイスをもらいながら3種
の多肉植物をブリキの植木
鉢に寄せ植えしていきます。

母の日に
多肉植物を贈ろう

投票日時 ５月27日（土）・28日（日）　9：00～16：00
場　所 越前陶芸村文化交流会館 ホール

７月に開催する「陶灯展」の灯りとりコンテス
トを全国から広く募集しました。大賞作品は
ご来場の皆様の投票で決定します。あなた
が選ぶ灯りとりは大賞に輝くのでしょうか！投
票いただいた人の中から抽選で、越前焼窯
元の灯りとりをプレゼントします。

第1回第1回 陶灯展 陶灯展
灯りとりコンテスト灯りとりコンテスト

わたわたししののいちおいちおしし展展
作家がおすすめする普段使いの器や
贈り物にも最適な越前焼を展示販売
しています。
作家ならではの作風が楽しめるプチ
個展を常時開催しています。
５,６月は椿窯（五島）、光窯（司辻）です。

苔玉と苔玉を飾るお皿を
手作りしてみませんか？
2回シリーズの1回目は、
苔玉を飾る越前焼のお皿
を手ひねりで作ります。

苔玉を飾る
越前焼の皿を作ろう
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美
し
い
ブ
ナ
林
を
満
喫
し
な
が
ら
、
泰
澄
大

師
が
開
山
し
た
越
知
山
（
６
１
２
．８
ｍ
）
に

登
り
ま
す
。山
頂
の
大
師
堂
に
祀
ら
れ
る
秘
仏・

泰
澄
大
師
像
の
特
別
拝
観
も
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
5
月
28
日
㈰　
雨
天
決
行

集
合
場
所　
奥
糸
生
多
目
的
セ
ン
タ
ー
（
杖
立
）

行　
　
程

　
午
前
7
時
55
分　
登
山
口
出
発

　
午
前
11
時
00
分　
山
頂
到
着
・
自
由
散
策
等

　
午
後
12
時
50
分　
下
山
発

　
午
後
3
時
00
分　
　
解
散

　
※
山
頂
で
は
、
泰
澄
祭
、
神
事
を
行
い
ま
す

対
象
者

　
小
学
生
以
上（
小
学
生・中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

服　
　
装

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
、
帽
子
、
手
袋
な
ど

山
歩
き
に
必
要
と
さ
れ
る
格
好

持
ち
物

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
防
寒
具
、
タ
オ
ル
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

そ
の
他

参
加
費
は
無
料
で
す
が
事
故
や
怪
我
の
対
応

は
自
己
責
任
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
知
山
泰
澄
塾

　
高　
橋　
☎
０
９
０‒

７
０
８
１‒

６
７
３
２

　
山　
口　
☎
０
９
０‒

８
２
６
５‒

８
３
３
８

越
知
山
泰
澄
塾　
第
35
回　
泰
澄
越
知
山
登
山

　
県
内
の
越
前
焼
窯
元
が
越
前
陶
芸
村
に
一
堂

に
集
結
す
る
「
第
41
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は「
陶
器
市
」を
は
じ
め
、

伝
統
工
芸
品
販
売
や
飲
食
バ
ザ
ー
や
陶
芸
館
茶

苑
で
は
、「
さ
つ
き
あ
げ
茶
会
」
も
4
年
ぶ
り
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

会
場
内
は
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

個
人
の
ご
判
断
で
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
駐
車
場
は
、利
用
台
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
5
月
27
日
㈯
～
28
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

問
合
せ
先　
越
前
陶
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
０
０
０

第
41
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

5　　月 電話番号1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭ 5日㈮

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ ○ ○ ○ ○ 34‒1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2095
糸生温泉「泰澄の杜」 ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 × ○ ○ ○ ○ 32‒3200
福井県陶芸館 × ○ ○ ○ ○ 32‒2174
越前古窯博物館 × ○ ○ ○ ○ 32‒2174
越前焼の館 ○ ○ ○ ○ ○ 32‒2199
花みずき温泉「若竹荘」 × ○ ○ ○ ○ 32‒2753
おもいでなファーム ○ ○ ○ ○ ○ 32‒3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 × ○ ○ × ○ 32‒3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 ○ ○ ○ ○ ○
37‒2360越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ ○

アクティブハウス越前 ○ ○ ○ ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2626
越前うおいち ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2500
越前温泉「なぎさの湯」 × × ○ ○ ○ 37‒0637
越前温泉「道の湯」 ○ ○ × × ○ 37‒2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ 39‒1126
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2501

織
田
地
区

織田文化歴史館 × ○ ○ ○ ○ 36‒2288
雨田光平記念館 × ○ ○ ○ ○ 36‒2666

オタイコ ･ヒルズ レストラン× 
宿泊○ ○ ○ ○ ○ 36‒2061

悠久ロマンの杜 ○ ○ ○ ○ ○ 36‒2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○：通常営業　　×：休館
※詳しくは各施設へお問合せください。

ゴールデンウィークの施設営業日のご案内

ゴールデンウィークは家族みんなで陶芸村へ行こう！
お菓子まきや竹ぽっくり作り、人気のむかし遊びや駄菓
子屋さんなど、家族で楽しめる催しがたくさん！
期　日　５月３日（水・祝）～５日（金・祝）
時　間　午前９時から午後５時

ゴールデンウィーク にぎわいパークゴールデンウィーク にぎわいパーク

土鈴立体塗り絵
ポスカなどで色を塗り分け
オリジナル作品を作ろう！
場　所　福井県陶芸館
料　金　700円
定　員　限定120個

シン・お宝ハンティング
スマホを使った新たなお宝探し！知
力・体力を駆使して新感覚お宝探し
に挑戦しよう！
期　日　5月3日（水・祝）
時　間　9：00～ルール説明
場　所　越前陶芸公園	芝生広場
料　金　無料　定　員　先着100人
対　象　中学生以下のお子様

親子対抗くつ飛ばし大会
遠くにくつを飛ばせるかな？親子
の合計飛距離で競って、優勝チーム
には景品をご用意！
期　日　5月4日（木・祝）
時　間　10：00～
場　所　越前陶芸公園　芝生広場
料　金　無料
定　員　20組　事前予約優先

竹ぽっくりを作って公園で遊ぼう
穴を開けた竹に紐を通して作るよ！
制作後は公園でぽっくりぽっくり音を
鳴らして歩いてみよう！
期　日　5月5日（金・祝）
時　間　11：00～13：00　随時受付
場　所　越前陶芸公園		BBQサイト
料　金　500円
定　員　40人　事前予約優先

オリジナル鯉のぼり作り
オリジナルの鯉のぼりを作ろう！
場　所　福井県陶芸館
料　金　500円
定　員　先着100人

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

5月3日（水・祝）～ 5日（金・祝）　午前9時～午後4時

　

手
話
は
、
耳
に
障
が
い
が
あ
る
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
手
段
の
一
つ
で
す
。
今

年
度
は
入
門
編
で
す
。
日
常
生
活
で
使
う
手
話

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
初
心
者
・
手
話
に
興
味

が
あ
る
人
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期　
　
間　
6
月
13
日
㈫
～
11
月
28
日
㈫

　
　
　
　
　
全
24
回　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時

会　
　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対　
　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す
る
人

　
　
　
　
　
※
原
則
、全
講
座
に
参
加
で
き
る
人

定　
　
員　
20
人（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

　
　
　
　
　
※
テ
キ
ス
ト
代
３
，３
０
０
円
は
実
費

申
込
先　
障
が
い
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
３

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ	

３
４-

１
２
３
５

　
　
　
　
　
※
申
込
締
切
は
5
月
26
日
㈮

問
合
せ
先　
障
が
い
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
３

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

日
々
の
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
生
活
習
慣
病

な
ど
を
早
期
発
見
、
早
期
治
療
し
て
、
健
康
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
5
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場　
所　
織
田
病
院
1
階
フ
ロ
ア

内　
容　
無
料
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
骨
密
度
、
血
管
年
齢

　
　
　
　
動
作
年
齢
、
体
組
成
計
測
定
、

　
　
　
　
パ
ネ
ル
展
示（
健
康
診
断
の
案
内
）

　
　
　
　
な
ど

※
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

来
場
者
に
は
、
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
町
国
民
健
康
保
険
織
田
病
院

　
　
　
　
　
☎
３
６-

１
０
０
０

織
田
病
院
看
護
フ
ェ
ア
の
お
知
ら
せ
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えちぜんみんな集まれ



ライバルは私の心負けないで	 林　栄美子
成長の陰にライバルあればこそ	 嵐　喜美枝

川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第87回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

令和5年度の「健康診査・がん検診」のご案内
　今年度の健康診査・がん検診（以下「けんしん」）の対象となる人に、受診券をお送りしています。受診
券が到着次第ご利用いただけますので、ご自身の健康管理のため、ぜひお受けください。
　けんしんは、国が定めた精度の高い検査です。法律で基本的な検査項目が定められています。受診
券を利用することで費用が安く受けられますので、ぜひご利用ください。受診券の有効期限は令和6年1
月31日までです。

〈	けんしんの受け方	〉

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

集団健診 ＜予約制＞
●電話（0778‒34‒8710）、
	 WEB、申し込みはがきで
	 予約をしてください。

●予約日の1週間前までに予約券（はがき）
が届きます。
令和5年度の集団検診は5月25日から
実施します。日程は広報 “こころとから
だのカレンダー ” をご覧ください。

★けんしん当日の持ち物★
●受診券（各がん検診を受ける人は問診欄をご記入ください。）
●保険証　●自己負担金
●案内兼健康診査問診票（健康診査を受ける人は裏面の問診票をご記入ください。）

越前町国民健康保険の被保険者のみなさまへ　～情報提供のお願い～
　勤務先などで特定健診に準じた健康診査（身体計測や血液検査、尿検査など）を受けているため、特定
健診を受診しない人は、健診結果の写しを役場にご提供ください。越前町の特定健診を受診したとみなす
ことができます。
　提出いただいた健診結果は、越前町個人情報保護条例に基づき適正に管理させていただき、ご本人の健
康管理や保健指導、健診データの集約・分析に使用させていただきます。
　健診結果により、町の保健師、管理栄養士の保健指導を無料で受けることができます。ご協力をお願い
します。

下記の人は子宮頸がん、乳がん検診、肝炎ウイルス検査が無料です！
対象者には受診券をお送りしています。

今年度無料検診の対象者
子宮頸がん検診	 年度末年齢21歳女性（平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれ）
乳がん検診	 年度末年齢41歳女性（昭和57年4月2日～昭和58年4月1日生まれ）
肝炎ウイルス検査	 年度末年齢40歳の町民で過去にこの検査をしたことがない人
	 （昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生まれ）

個別検診＜予約制＞
●希望する指定の医療
機関に電話などで予
約をしてください。

●詳しくは福井県ホー
ムページからご確認
ください。

▲ホームページ
　QRコード

①選ぶ

②予約する

③受診する

町では、住み慣れた地域でいつまでも健康に暮らし続けられるように、また、
できるだけ自立した生活を送れるように介護予防事業を行なっています。

 つるかめ教室
ストレッチを中心としたつるかめ体操や筋力アップ運
動などを行っています。

講　 師	 在宅介護支援センター
日時・会場	 火曜日午後　朝日保健センター
	 水曜日午前　越前コミュニティセンター
	 木曜日午後　宮崎コミュニティセンター　
	 金曜日午後　越前地域福祉センター
	 　　　　　　（なぎさの湯）　
	 金曜日午後　織田コミュニティセンター　
料　 金	 無料

 ココカラ教室（短期集中予防サービス）
短期間に集中して実施し、歩行や立ち上がりなどの
日常生活動作をスムーズに行えるよう理学療法士の
指導の下、筋力アップ運動を行います。口腔や栄養
についてもアドバイスを行います。

日 時	 火曜日　午前9時30分～ 11時　
【1クール】		5月23日～ 9月26日
　　　　　	（申込5月10日まで）
【2クール】		11月7日～ 3月12日

会 場	 織田コミュニティセンター　
料　 金	 1回　350円

 CD や DVD に合わせ、自宅でもつるかめ体操をやってみましょう
つるかめ体操のCD、DVDを配布しています。地域包括支援センターまでお問い合わせください。
また、YouTube でも配信していますのでご利用ください。
料　 金	 無料

※他の通所サービスと同時に利用はできません。

※介護予防教室・サービスの申込み・詳細については、お問合せください。

※他の通所サービスと同時に利用はできません。

 ニコニコ教室
手芸・脳トレ・体操等を行っています。
講　 師	 在宅介護支援センター
日時・会場	 金曜日午後　朝日保健センター　
料　 金	 無料

 いきいき教室
血圧測定、体操、ゲーム、レクレーションなどを行っ
ています。一日楽しく過ごしましょう。

日 時	 毎週決まった曜日（週1回）
	 午前9時～午後3時頃まで
会 場	【朝日地区の人】幸若苑

【越前地区の人】越前地域福祉センター
（なぎさの湯）
【宮崎・織田地区の人】織田保健福祉センター　

料　 金	 1回1,100 ～ 1,300円
	 （昼食、おやつ代含む）

 介護予防サポーターによるつるかめ教室
CDに合わせ、つるかめ体操を行っています。
日時・会場	 お住まいの地区集落施設などで、
	 実施しています。
	 日時など詳細はお問い合わせください。

対 象 者	 基本チェックリストで「介護予防が必要となる目安」に該当する人、要支援1・2の人

●転びやすくなった　　　　　　　●出かける回数が減り、閉じこもりがち　　●日中ひとりきりでいるのが心配
●外出がおっくうになってきた　　●物忘れが気になるようになった

（参加までの流れ）

申込 参加地域包括支援センター職員、担当ケアマネジャーがご自宅
に訪問します。（対象者に該当するかご相談に応じます。）

目標を
立てます

問合せ先　地域包括支援センター　☎３４‒８７２９

介護予防教室・サービスのご案内

介護予防のための通所サービス

介護予防教室 対 象 者	 65歳以上の人

送迎
あり

送迎
あり
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えちぜん健康な暮らしのために



嬉しいなお世辞言葉を真に受けて	 笹下　利行
明日が来る前に消したい今日の鬱	 渡辺　照子川 柳ライバル意識密かに抱くよその畑	 松村　典子

ライバルに打ち勝ってきた世界一	 武藤　久子
川 柳

こころとからだのカレンダー

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 5 月 3 日㈬

織田病院 ☎36-1000 5 月 4 日㈭
 5 月 5 日㈮
 5 月 7 日㈰ 伊部病院 ☎34-0220
 5 月14日㈰

織田病院 ☎36-1000
 5 月21日㈰
 5 月28日㈰ 両林医院 ☎37-0005
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
 5 月30日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

♦無料法律相談会（予約制）
 5 月23日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♥3歳児健診
 5 月24日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室
 5 月18日㈭

午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター
 5 月25日㈭

♥すまいる教室
 5 月11日㈭ 午後 3 時～ 4 時30分 朝日保健センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1～4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

♦介護おはなし会（予約制）
 5 月25日㈭ 午後 1 時30分～ 3 時 宮崎コミュニティセンター

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

5月25日㈭
高佐地区集会施設 午前 9 時～ 10時 ● ●
玉川地区集会施設 午後 1 時30分～ 2時30分 ● ●

5月30日㈫
越前地域福祉センター「なぎさの湯」 午前 9 時～ 10時30分 ● ●
織田コミュニティセンター 午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●

 ※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 
 ※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

予約QRコード

♥ママのおしゃべり会（予約制）
 5 月 9 日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前子育て支援センター

対　　象	 町民で構成する団体、グループなど
講　　師	 保健師・栄養士・健康運動指導士など
申込方法	 希望日の2か月前までに、健康保険課（健康増進係）にお電話ください。
内　　容	 以下のメニューから選択

日　　時	 令和5年7月25日（火）　14時~15時
場　　所	 フェニックス・プラザ2階　小ホール　
	 （福井市田原1丁目13–6）
対　　象	 すべて当てはまる人

◦福井市、勝山市、鯖江市、永平寺町、池田町、
南越前町、越前町に在住または在勤の人

◦おおむね70歳以下
	（令和5年4月1日時点）の人
◦市民後見人として活動を希望している人

内　　容	 ◦市民後見人の活動紹介
◦養成講座の概要（講座の内容・募集方法）
※市民後見人養成講座の申し込みのためには
この説明会への参加が必要です。

ふくい嶺北成年後見センター　☎0776‒28‒3775　FAX 0776‒28‒3776
電子メール　reihokukouken@fukuic-shakyo.jp

福井県福井市田原1丁目13–6　フェニックス・プラザ4階

参 加 費	 無料
申込方法	 下記の QR コードから

申込フォームにアクセス
し、必要事項をご記載の
上お申し込みください

	 申込締切　6月30日

講　　　座 内　　　　　　　容　　　　　　　　

か ら だ

ストップ！生活習慣病
（血圧、糖尿病、がんなど）

・血圧について
・私の血糖値が上がるわけ
・がん予防の生活や検診受診のすすめ　　　

お口の健康 ・一生自分の歯で食べるために
・歯と口の健康について

知っておきたいお薬のこと ・薬の正しい飲み方
いざという時の応急手当 ・救急救命講習、心肺蘇生　・AEDの使い方

こ こ ろ こころの健康づくり ・ストレスケア　・心の病気の予防と周囲のかかわり方

た べ る
今日から食べよう野菜350ｇ ・野菜を食べるといいこと
おいしく食べて賢く減塩 ・減塩をする理由　・減塩食品の紹介

うんどう
歩ける体づくり ・正しい歩き方

・歩き続けるために必要な筋力アップ方法
正しい姿勢で腰痛、肩こり予防 ・正しい姿勢を意識した運動

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

	各区、団体、グループなど集まりの場に、保健師・栄養士・健康運動指導士などが
出向き、	「健康づくり」をテーマとした講座を行います。みなさんが、からだとここ
ろの健康について考えるきっかけの場となるようご利用ください。

健康づくり出前講座

「えちぜん健康チャレンジ」
対象です

　役場子育て世代包括支援センターで行っている母子手帳の交付の来庁時間予約、各育
児教室、各幼児健診の受付予約、妊娠期のアンケートなどがスマホ・タブレット・パソ
コンで可能になりました！母子手帳の交付は、来庁時間のご予約により手続きがスムー
ズになります。各教室の参加や健診のご予約は、WEBで24時間、いつでも予約受付や
アンケートの回答ができますのでご利用ください。

①	えちぜんっこアプリ「母子モ」をタップ
②	地域の子育て情報のページを開く
③「オンライン予約・アンケートはこちらから」バナーをタップ
育児教室や各健診受付、妊娠中の人（妊娠8か月頃）のアンケート
など、予約などを行うバナーをタップし、予約、回答をしてください。

④	メールアドレスに確認メールが届く
予約、回答終了後、登録メールアドレスに確認メールが届きますので、
メール内のURLよりアクセスし、完了をさせてください。完了しな
いと、予約やアンケート回答が完結しませんので、ご注意ください。

えちぜんっこアプリえちぜんっこアプリ““母子モ”母子モ”
「オンライン予約・アンケート」のご案内

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

ご利用
方法

▲えちぜんっこ
　アプリby 母子モ

市民後見人
養成講座

説明会のご案内

●成年後見制度とは？
　認知症や知的障がい、精神障がいな
どにより判断能力が十分でない人の権
利と財産を守り、ご本人の意思を尊重
した生活を支援する制度です。この制
度において、ご本人を支援してくれる
人を「成年後見人」と呼びます。

●市民後見人とは？
　親族や弁護士・司法書士・社会福祉
士など専門職以外の地域住民による成
年後見人のことです。
　市民後見人になるためには、養成講
座を終了し、家庭裁判所から成年後見
人に選任されることが必要です。

申し込みは
こちらから！

問合せ先　地域包括支援センター		☎34–8729
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ライバルがいるからいつも頑張れる	 山内　千代
今日はダメでも明日があるから頑張れる	 山谷　ゆり川 柳欠神する靴に明日からプチ散歩	 司辻　文子

ライバルの空気ただよう甲子園	 向当みつ子
川 柳

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

ｖｏｌ.77

令
和
５
年
度　

地
域
で
の「
気
づ
き
」事
業
を
募
集
し
ま
す

認
め

合

い  男女の心をつなぐ
ま

ち

ひ と

　
「
地
域
」
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り
組
み
は
、“
イ
キ
イ
キ
と
し
た
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
・
団
体
づ
く
り
”、“
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
尊
重
し
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
”
に
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
男
女
共
同

参
画
を
推
進
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
地
域
が
活
性
化
さ
れ
、
豊
か
で

活
力
あ
る
社
会
が
実
現
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共

同
参
画
を
広
げ
る
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」
と

し
て
、
地
域
や
団
体
で
「
気
づ
き
事
業
」
を

し
ま
せ
ん
か
？
町
で
は
、
気
づ
き
事
業
に
か

か
っ
た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
気
づ
き
事
業
」
と
は
、「
男
女
共
同
参
画
っ

て
ど
ん
な
こ
と
？
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
、

そ
の
必
要
性
に
気
づ
く
機
会
を
提
供
す
る
講

座
で
す
。
講
演
会
や
研
修
会
、
実
技
を
含
む

講
習
会
、
座
談
会
な
ど
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
０

図書館だより

町立図書館  ☎34‒0395　　越 前 分 館  ☎37‒7713
宮 崎 分 館  ☎32‒7713　　織 田 分 館  ☎36‒2288

問合せ先

町立図書館 織田分館福井新聞、日刊県民福井、朝日新聞、
日本経済新聞、読売新聞

福井新聞、日刊県民福井、
朝日新聞、読売新聞

福井新聞は、昭和51年11月から縮刷版があります。
平成23年3月からは冊子をDVDに切り替え、パソコ
ン画面でキーワードや日付により記事検索ができます。
町立図書館で閲覧できます。

お近くの図書館にない場合は、カウンターで申し込んでください。最新号は貸出できませんので、館内でご覧ください。
バックナンバー（過去１年間分）は貸出できます。

貸出できませんので、館内でご覧ください。

図書館で購入している新聞や雑誌を紹介します。1年間保存してあります。
図書館所蔵新聞・雑誌

生涯学習
センター

だより

問合せ先　生涯学習センター　☎34‒2000

新聞

雑誌
an・an 安心 うかたま URALA ESSE
オレンジページ かがくのとも からだにいいこと きょうの健康 きょうの料理
きょうの料理ビギナーズ クーヨン 暮らしの手帖 クロワッサン 芸術新潮
子供の科学 サライ サンキュ！ 週刊新潮 趣味の園芸
すてきにハンドメイド たくさんのふしぎ ダ・ヴィンチ dancyu 中央公論
Number 日経 TRENDY 日経マネー Newton non-no
PHP 婦人公論 プレジデント プレジデントFamily 文藝春秋
野菜だより やさいの時間 ゆうゆう

 脳トレ＆リズムに乗ってエクササイズ講座

 自己肯定感を高め、あきらめない心を育む 
 ポジティブな子育て

　脳を活性化するには、同時に2つのことを行うこと
が効果的と言われています。
　これからの季節をはつらつと元気に過ごすために
頭と体をたくさん動かして、心身を活性化しましょう。

日　時 	 5月25日（木）、6月1日（木）
	 午後1時30分～2時30分
会　場 　生涯学習センター　学習室3
講　師 　NPO法人生涯体育学習振興機構
	 インストラクター
定　員 　15人
持ち物 　内ズック、タオル、飲み物
申込先 　越前町生涯学習センター
	 ☎34–2000
締　切 　5月23日（火）

　自己肯定感の高め方や「あきらめない心」・「すぐ
にキレない心」を育むための子どもとのポジティブ
な関わり方について、発達段階に応じたポイントを
先生から学びましょう。
日　時 	 6月18日（日）
	 午前10時～11時30分
会　場 　生涯学習センター		会議室
講　師 　吉弘　淳一	氏
	 	（福井県立大学教授）
定　員 　30人
受講料 　無料
その他 　未就学児のお子様の託児を希望される

人は、下記期限までにお申込ください。
	 ※事前申込のある場合のみ託児所を開設します。

申込先 　越前町生涯学習センター　☎34–2000
締　切 　託児所申込は６月９日（金）まで
	 	講座受講については当日受付もできます。

令和５年度福井ライフ・アカデミー共催講座

おじいちゃん、
おばあちゃんの
受講も大歓迎です

　
5
月
か
ら
町
内
の
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
平
日
、
役
場
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
便
局
に
お
出

か
け
の
際
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
は
、
申
請
時

に
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

申
請
が
で
き
る
場
所

　

朝
日
郵
便
局
、四
箇
浦
郵
便
局
、織
田
郵
便
局

　
宮
崎
郵
便
局
、
米
ノ
浦
郵
便
局
、
厨
郵
便
局

　
糸
生
郵
便
局
、
八
田
郵
便
局

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
国
な
ど
か
ら
届
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
（
申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
免
許

証
や
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
）

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
８

町
内
の
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
ま
す

　

４
月
か
ら
、
資
源
ご
み
（
繊
維
類
）
と
し

て
収
集
す
る
も
の
の
内
容
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

収
集
す
る
も
の

　
衣
類
、
着
物
（
帯
含
む
）

収
集
で
き
な
い
も
の

　
シ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

　
（
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

・
紙
ひ
も
で
十
字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
縛
っ
た
場
合
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

・
雨
天
時
に
も
収
集
は
行
い
ま
す
が
、
屋
根
の

な
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
人
は
、
紙
ひ
も

で
縛
っ
た
う
え
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出

す
か
、
次
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
汚
れ
た
り
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
な
ど
し
て
、
再

利
用
、
再
使
用
で
き
な
い
も
の
は
、
可
燃
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
８

ご
み
の
分
別  

繊
維
類
の
分
け
方
・
出
し
方
が
変
わ
り
ま
し
た
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 ライバルが去って孤独な向かい風	 原　　榮子川 柳

なかよしひろば（園開放）

　

越
知
山
の
写
真
で
す
。
越
知
山
は
約
千
三
百

年
前
に
泰
澄
大
師
が
修
行
し
、
悟
り
を
開
い
た

と
さ
れ
る
山
で
、
そ
の
修
行
道
が
現
在
の
登
山

ル
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
登
山
者
が
訪

れ
ま
す
。

　
山
頂
の
展
望
台
か
ら
は
、
福
井
市
、
鯖
江
市
、

越
前
市
、
越
前
町
の
ま
ち
並
み
や
白
山
連
峰
を

望
む
こ
と
が
で
き
、
観
光
名
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
術
研
究
の
場
に
な
る

ほ
ど
の
自
然
の
宝
庫
で
、
四
季
折
々
の
彩
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
下
旬
に
は
、
泰
澄
越
知
山
登
山
も
開
か

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
山
に
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か（
本
紙
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　

国
民
の
祝
日
で
あ
る
「
こ
ど
も
の
日
」
は
、

実
は
子
ど
も
の
た
め
だ
け
に
あ
る
日
で
は
な
い

ら
し
い
。

　
と
い
う
の
も
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

で
は
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の

幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
」

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
て
、
子
ど
も
の
幸
せ
を

願
う
と
共
に
母
を
敬
う
日
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
み
な
さ
ん
、
同
じ

月
に
母
の
日
が
あ
る
か
ら
…
と
は
言
わ
ず
、
あ

え
て
子
ど
も
の
日
に
感
謝
を
伝
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
嬉
し

い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
116

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㊷  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

5月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

学芸員 M

E 子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

学
Ｍ	

　
こ
ん
に
ち
は
。

Ｅ
子	

　
こ
ん
に
ち
は
。
さ
て
、
つ
い
に
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い（

丹た
ん

山ざ
ん

）（
一
七
八
五
～

一
八
四
七
）が『
黄
檗
版
一
切
経
』の
校
合
に
着
手

し
ま
し
た
。

	

　
校
合
作
業
と
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ	

　

校
合
作
業
は
経
典
の
一
字
一
句
を
比
較
し
、

『
黄
檗
版
一
切
経
』に『
高
麗
版
大
蔵
経
』の
用
例

を
書
き
入
れ
る
も
の
で
す
。

	

こ
ち
ら
の『
大だ

い

般は
ん

若に
ゃ

波は
ら

羅み
っ

密た

多き
ょ
う

経
』巻
第
一
の
巻
末

を
見
て
く
だ
さ
い
。何
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

Ｅ
子	

　
「
文
政
九
年
丙
戊
春
二
月
廿
二
日
亥
刻
三
校
了

　
順
藝
」と
あ
り
ま
す
。

学
Ｍ	

　

そ
う
で
す
。
文
政
九
年（
一
八
二
六
）
二
月

二
十
二
日
に
順
藝
が
三
校
を
終
え
た
と
い
う
意

味
で
す
。

	

　
浄
勝
寺
本『
黄
檗
版
一
切
経
』
に
所
収
さ
れ
た

ほ
と
ん
ど
の
経
典
の
巻
末
に
、こ
の
よ
う
な
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

　
順
藝
は
、『
黄
檗
版
一
切
経
』
と『
高
麗
版
大
蔵

経
』の
対
校
を
三
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ	

　
こ
の
巻
末
の
記
録
を「
対
校
録
」と
い
い
ま
す
。

対
校
録
を
見
る
と
、
順
藝
が
細
心
の
注
意
を
は
ら

い
作
業
を
続
け
て
い
っ
た
様
子
を
う
か
が
え
ま
す
。

	

　
次
に
、こ
ち
ら
の『
佛ぶ

つ

本ほ
ん

行ぎ
ょ
う

経き
ょ
う』巻

第
三
の
巻
末

を
見
て
く
だ
さ
い
。次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

	

　
天
保
二
年
辛
卯
夏
四
月
朔
初
秋　
源
義
光

	

　
同
夏
四
月
二
日
再
校
校
異
十
一
所　
野
元
哲

	

　
天
保
五
年
甲
午
冬
十
月
十
日
三
校
了　
釋
順
藝

Ｅ
子	

　
三
人
の
名
前
と
日
付
が
見
え
ま
す
ね
。

学
Ｍ	

　
『
佛
本
行
経
』巻
第
三
に
つ
い
て
は
、ま
ず
天
保

二
年（
一
八
三
一
）四
月
一
日
に
源
義
光
が
初
校
、

翌
二
日
に
野
元
哲
が
再
校
、
そ
し
て
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
十
月
十
日
に
順
藝
が
三
校
を
行
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　
『
佛
本
行
経
』巻
第
三
は
、三
人
の
人
物
に
よ
っ

て
対
校
が
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。こ
れ
は
と
て
も

時
間
の
か
か
る
作
業
で
す
ね
。

学
Ｍ	
　

そ
う
で
す
。
文
政
九
年（
一
八
二
六
）
に
始

ま
っ
た『
黄
檗
版
一
切
経
』の
校
合
は
、天
保
七
年

（
一
八
三
六
）に
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。ま
さ
に
、

一
一
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
大
事
業
で
す
。

	

　
浄
勝
寺
本『
黄
檗
版
一
切
経
』の
調
査
で
は「
対

校
録
」を
重
視
し
、全
て
の
経
典
の
巻
首
・
巻
末
・

対
校
録
の
写
真
撮
影
と
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

　
今
後
の
調
査
研
究
が
進
む
と
、
い
つ
の
時
期
に
、

ど
の
よ
う
な
人
物
が『
黄
檗
版
一
切
経
』
の
対
校

作
業
に
携
わ
っ
た
の
か
分
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

　
す
る
と
、順
藝
の
交
友
関
係
や
浄
土
真
宗
に
お

け
る
学
僧
の
実
態
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

　
山
田
秋
甫『
浄
勝
寺
丹
山
』浄
勝
寺　
一
九
一
四
年

■	「丹南キッズ　～ことばのタイムカプセル～」
元気キッズが将来の夢を発表！
はたちになる頃に再放送します。

「はぎのこども園」(5月27日～ )

■	「丹南のお店情報番組　みせばん」
亀屋萬年堂 ( 和菓子 )
(5月13日～ )
KON.skateboard store( スケートボード専門店 )
(5月20日～ )

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「スポーツ競技と文化芸術の大会出場激励金」
　(4月22日～ )

「第41回越前陶芸まつり」
　(5月6日～ )

「住まい支援事業について」
　(5月20日～ )

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号
朝 日 西 保 育 所 34‒5602

朝 日 南 保 育 所 34‒1614

あ さ ひ 保 育 所 34‒0081

あさがお保育園 34‒1110

宮崎中央保育所 32‒2067

小 曽 原 保 育 所 32‒2039

陶 の 谷 保 育 所 32‒3014

西 徳 寺 保 育 園 37‒1354

四ヶ浦こども園 37‒0305

織 田 保 育 所 36‒0160

はぎのこども園 36‒0396

た い ら 保 育 園 36‒0251

人口と世帯（4月1日現在）　　 ※住民基本台帳より

　男	 9,869	人
　女	 10,360	人
世帯数	 7,264	戸

人　口	 20,229	人

旧朝日	 8,797	人
旧宮崎	 3,427	人
旧越前	 4,009	人
旧織田	 3,996	人

（外国人の人口と
 世帯数を含んでいます）

西
田
中	

田
島　

清
博
さ
ん
（
81
歳
）

上
川
去	

桒
野　

絹
子
さ
ん
（
86
歳
）

岩　

開	

耒
田
み
よ
子
さ
ん
（
95
歳
）

佐
々
生	

山
田　

富
子
さ
ん
（
90
歳
）

金　

谷	

内
田　

輝
勇
さ
ん
（
79
歳
）

牛　

越	

鈴
木　

榮
子
さ
ん
（
98
歳
）

小
曽
原	

山
内　

隆
策
さ
ん
（
87
歳
）

小
曽
原	

山
内
み
ち
子
さ
ん
（
74
歳
）

江　

波	

西
村　

敏
彦
さ
ん
（
85
歳
）

小　

樟	

増
田　
　

榮
さ
ん
（
82
歳
）

　

厨	

井
上　

一
さ
ん
（
71
歳
）

　

東	

三
田
村
秀
二
さ
ん
（
90
歳
）

　

辻	

小
辻
五
十
秋
さ
ん
（
75
歳
）

　

堤	

堀　
　

詔
晶
さ
ん
（
82
歳
）

大
王
丸	

藤
井　

陽
子
さ
ん
（
87
歳
）

岩　

倉	

伊
部
さ
だ
を
さ
ん
（
98
歳
）

上　

戸	

牧
野
ト
シ
ヱ
さ
ん
（
97
歳
）

西
田
中 

木き

原は
ら　

　

蓮れ
ん

（
和
磨
、
女
）

気
比
庄 

渡わ
た

邉な
べ　

篤あ
つ

喜き

（
文
平
、
男
）

天　

宝 

馬う
ま
た
に谷　

道み
ち

渡と

（
圭
介
、
男
）

野　

末 

武た
け
う
ち内　

希き
 
わ和

（
大
和
、
女
）

江　

波 

上う
え
ひ
ら平　

寧ね

ね々

（
健
悟
、
女
）

平　

等 

古ふ
る

川か
わ　

莉り

紬つ

（
将
吾
、
男
）

（前月から106人の減）
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商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

● あさひ保育所 ●

あつまりあつまり

楽しい時間

輝け！

No.8

生活や遊びの中での育ち
〜土が好き・水が好き・お日様がすき〜

さんぽさんぽ
身近な自然の中で身近な自然の中で 給食・クッキング給食・クッキング

食べるの
大好き

遊び　心動かす出来事に触れ感性を育む遊び　心動かす出来事に触れ感性を育む

補助候補者認定要件

問合せ先　定住促進課　☎34–8727

広報 えちぜん 28令和 ５ 年 5 月号


